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１． 事業の概要 

４０年の歩みを振り返りながらプラネタリウムの新たな活用法を模索する。具体的には

以下２点である。 

① 開館当初にプラネタリウムで投影していたスライド番組の再投影、およびデータのアー

カイブ化。将来的にデジタル番組として投影可能な素材を確保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 当館オリジナルキャラクターを３D化し、４０周年記念ショート動画を制作。またそのデ

ータを活用したモーションキャプチャーのイベントを開催する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２． 事業の目的 

   ４０年前の番組はその投影手法、使用した機材等が風化、劣化し語り継がれることが

少なくなってきた。機械が動く今のうちに後世に残せるデータを構築する。その一環と

して昔ながらの番組を再現し、来館者に観覧してもらう機会も作る。保存する番組は半

田市出身の童話作家、新美南吉の作品をアレンジしたオリジナル番組ゴン・シリーズ。 

一方、あれから４０年、現在は３D で表現される映像番組がプラネタリウムで人気を

博している。３D 技術を使って様々なコンテンツを制作されている愛知県の会社の協力

を得てオリジナルキャラクター「ほしみちゃん」を立体化し、当館の４０周年記念番組

に登場させる。さらに制作した３D データを活用してモーションキャプチャーの技術を

使ったイベントを開催し、データの利用拡大を図る。 

 

 

３． 事業の実施内容および結果 

① スライド番組の整理とデジタル化 

・当館に保管されていたスライド番組（スライド、シナリオ、音声データベータテープ）

は１９８７年から２００２年までプラネタリウムで投影していた全１５作品。約１００

０枚のスライドは専門業者にデータをデジタル化依頼。βテープに記録されていた音声

は変換機を購入してパソコンに取り込んだ。βデッキは修理や購入が難しく、市内の公

共施設に声をかけ１台確保。無事デジタル作業にこぎつけた。スライドは長年順不同で

保管され、物語順に整理する作業にシナリオを読み込み、流れをつかんだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・番組の再現投影 

スライド番組は（ポジ）フイルムを１コマずつマウントと呼ばれる枠にはめ、カートリ

ッジのスリットに差し込んで専用のプロジェクターで静止画を投影する。今回音声は PC

から再生した。静止画の背景には物語に合わせて光学式のプラネタリウムで星や太陽、

全周パノラマスライドも併用し当時のスタイルをなるべく踏襲して再現した。今回古い

パソコンに音声データを取り込む作業 

βデッキ⇒PCM デッキ⇒変換機⇒PC 

シナリオ・スライド・βテープ 



スライドプロジェクターを活用したが、今後は経年劣化や、故障も危惧される。このタ

イミングでデジタル化できたことは非常に良かった。またお客様に本番組を投影する目

的や製作までの経緯、投影スタイル、使用した機材の紹介なども加えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② キャラクターの３D化と活用 

・当館オリジナルキャラクター「ほしみちゃん」を専門業者に依頼して３D 化。平面図では

表現できていなかった後ろ姿や全体のバランス、ボリュームなどの立体感は以前制作した

ぬいぐるみを参考にすすめた。特に頭のおだんごの大きさ、位置（前後）の微妙な調整が

イメージに大きな影響を与えることを感じた。キャラクターが持つ独特の雰囲気を崩さず

立体化する作業で業者さんと何度も修正を重ねた。命が吹き込まれたように面白い動きを

するキャラクターに思わず笑みがこぼれた。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数のスライドプロジェクターと全周パノラマ、 

背景に星空を投影 

手作り人形 

スライドプロジェクタ

ー 

イラスト 



・ショート動画の制作と投影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４０周年記念となる内容のショート動画を検討。 

タイトルを「科学館旅行」とし、ほしみちゃんが案内していく設定で、半田市の名所や施

設内の紹介を兼ねながら、歴史やクイズを盛り込んだ。併設される体育館も含めて約４分

の構成でシナリオを考えた。半田市の紹介では観光協会から動画や写真の提供を頂いた。

背景で使用した星空は館のスタッフやボランティア 

の写真を活用させてもらった。ほしみちゃんの声は 

当初、声優を検討していたが、あえてデジタル音声 

にし、たどたどしさがかえって魅力となった。 

エンドロールに助成事業で制作した旨をクレジット 

で記載している。 

 

・ホームページに取り入れる（活用例１） 

                        トップページに３D ほしみちゃんを登

場させた。キャラクターのパターンは

数種類あるので、今後も様々な場面で

活用していく予定だ。HPをご覧になっ

たお客様から「あのかわいいキャラク

ターが最初に現れる HPですね。」と好

評だ。 掲載期間：R7年７月～３月 

 

 

・イベントの開催（活用例２） 

３D ほしみちゃんを使ったモーションキャプチャーのイベントを開催。体の数か所にマー

カー（センサー）を付けて動くと、画面内のキャラクターが同じ動きをする、人気のアト

ラクション（技術）だ。今回はキャラクターの動きに合わせて体をうまく動かし点数が表



示さるゲームとした。多くの子どもたちをはじめ、大人も真剣になってチャレンジしてい

た。体を動かしスポーツ感覚で楽しい夏休みを過ごしてもらった。再チャレンジする子も

いて、大変盛り上がった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日：７月２０日（日）時間：１０時～１６時 

 参加人数：約２００名  

開催場所：当館２階特別展示室 

   

 

４． 実施場所および実施期間 参加人数 

① 懐かしの番組ゴン・シリーズ 

令和７年７月５日（土）～１２月７日（日） 

当科学館１階プラネタリウムホール 

  各回の参加人数 

開催月 お話 観覧者数 

７月 巨男の星 ４６名 

９月 祭り囃子に誘われて ３５名 

10月 らんぷとランプ ５７名 

11月 うた時計より １８名 

12月 神様がくれた赤ん坊 ２０名 

                               合計１７６名 

アンケート結果： 

大変良かった（６１％） よかった（３３％） ふつう（６％） 

感想の抜粋：とても貴重な作品を見ることができました。今の作品のような映像やダイナ

ミックさはないですが、昔ながらの優しさや温かさを感じました。上映だけでなく、そこ

に至るまでの作業、昔の機材の解説も楽しめました。ずっと前の作品にもかかわらず、こ

の時代に見ることができて感謝の気持ちでいっぱいです。原作も読んでみようと思います。 

 



② ４０周年ショート動画「ほしみちゃんと科学館旅行」 

令和７年７月１９日（土）～１２月２８日（日） 

各プラネタリウム番組開始前に投影 

投影回数：３３０回   累計観覧者数（11,062人） 

※好評につき、以降も不定期で投影を行った。 

 

多くのお客様に施設やオリジナルキャラクターの認知度が上がった。ほしみちゃんが登場

すると「かわいい～」と子どもたちの声援が聞こえた。またクイズでは親子でのチャレン

ジや答えが正解すると「よっしゃ！」」などの元気のよい声も聞こえた。楽しんでご覧いた

だいている様子が伝わった。これからも応援します！と心強い応援団も誕生した。 

 

 

５． 事業の成果と課題 

 ４０年を振り返る良い機会を与えて頂けたことに感謝申し上げる。プラネタリウムの変遷

を紐解くことができ、それを多くのお客様に伝えることができた。地域の科学館に貴重な資

料や機材などが大切に保管されていたことを再確認できた。それらを整理しアーカイブデー

タとして保管し、後世に残す一助を担えたと思う。ニュースでも２０２５年問題として、ビ

デオテープのデジタル保存が叫ばれている。今回のデジタル化作業はぎりぎりのタイミング

だったと感じている。今後はデジタル化されたスライドのデータを活用してパソコンから投

影できる番組を制作していく予定だ。上記の報告の通り、まだまだ多くのお客様に周知でて

いないことが課題だ。さらに多くのお客様にご覧いただけるよう今後も進めていきたい。 

一方これから新規で制作する番組では、基本となる３D データを制作することで様々な応

用展開ができることが分かった。例えばデータを活用したキーホルダーや３D グッズの制作

も可能だそうだ。一度完成したデータを様々な方法や場で活用していきたい。 

最後に、２０２３年にプラネタリウム１００周年を迎えましたが、次の１００年に残して

いくことができましたら幸いです。 

 

 

 


